
暦の上ではいよいよ春ですが、数日前には紀南地方の積雪が話題になりました。まだまだ冷たい日が

続くものの、それでも三寒四温、一足ひとあし春に向かっている今日この頃です。 

 今月は、本校の研究発表会をはじめとして、「喜の国フェスティバル」や「かがやき展」などで子ど

もたちの活動の一端をご覧いただく機会があります。ご観覧いただければ幸いです。 

 さて、年度も終盤にさしかかり年間の教育活動を振り返って新たなプランを立てる時期となっていま

す。この際、単年度のチェックだけではなく、特別支援教育に関わる大きな動きも念頭に置き、中・長

期の見通しを持つことが大変重要だと考えます。 

特別支援教育が本格的にスタートして 3 年、今また、子どもたち一人ひとりに固有なニーズ・アイデン

ティティを尊重し、すべての子どもたちの学習活動への参加を平等に保障することをめざすインクルーシ

ブ教育への在り方が探られています。文部科学大臣の諮問機関である中央教育審議会初等中等教育分科会

特別支援教育の在り方に関する特別委員会においては、昨年 7 月からインクルーシブ教育システム構築等

についての審議が重ねられています。 

この新たな波についても、一人ひとりに必要な支援は何かという立場から教育を考える私たちの特別支

援教育に対する普遍のスタンスと異なるものではありません。 

『積極的に社会生活に参加できる人間を育成する』という本校の教育目標のもと、小・中・高１２年間

の一貫教育の更なる充実や後期中等教育の充実などが、今の私たちに科せられた教育的課題であり、特別

支援教育の大きな流れに対する私たちの回答の在り方だと考えます。 

平成 23 年度は、小学部 3名、中学部 5名（連絡進学者含む）、高等部 10 名（連絡進学者含む）の子ど

もたちを迎え、本校が新たなスタートを切ります。附属特別支援学校が子どもたち一人ひとりにとって最

適な学びと育ちの場となるよう、職員一同、中・長期的な見通しを持って、現在の課題の点検と附属の教

育の充実を図るとともに、指導力と専門性の向上に励んでいきたいと考えます。 

             副校長 亀 井  晴 史 

 

 

 

 

 

 

○お知らせ 

 ・2月5日(土)は、研究発表会です。登校は小学部は9時、中・高等部は通常通りです。下校は、小・中学

部は 10 時 20 分、高等部は 11 時 10 分となります。登校してすぐの下校となりますが、ご協力よろしく

お願いします。 

・2月10日～12日まで、和歌山県勤労福祉会館プラザホープで『喜の国フェスティバル』、2月18日～ 

23 日まで、和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ多目的ホールで『第 8 回和歌山かがやき展』が開催

されます。本校はもちろん和歌山県内の盲・ろう・特別支援学校、小・中学校の特別支援学級に在籍する

児童生徒の作品が多数展示される予定です。機会があればぜひお立ち寄りください。（日によっては、展

示時間が異なったり、休館日のため休みになっていたりしますので、パンフレット等で確認してくださ

い。） 

    

◎２月の予定◎２月の予定◎２月の予定◎２月の予定    
１（火）（高２）施設見学 (育)高等部会                １５（火）追いコン週間（高）～17日 

４（金）研究会準備 療育手帳更新(対象者)               １６（水）国際理解学習(中) 

５（土）研究発表会                          １７（木）追い出しコンパ(高) 

７（月）振替休業                                                     １９（金）かがやき展～23日 

８（火）(育)保体部会、広報部会、役員会                                ２１（月）音楽発表集会 個人懇談①(高) 

９（水）(育)進路部学習会                                              ２２（火）個人懇談②（高） 

１０（木）(高)滋賀大附特との交流 喜の国フェスティバル(～12日)        ２４（木）お別れ遠足（高３）（小） (育)中学部会 

１３（日）日曜参観                                                   ２５（金）お別れ遠足（中） 小・高交流給食 

１４（月）振替休業 
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